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島根大学では，大学で培われた学術的背景をもとに「くにびきジオパーク・プロジェクトセンター」を設置
し，「くにびきジオパーク」実現のための活動に取り組んでいる．本ジオパーク構想では，島根半島を中心と
した神話と，地形・地質学の融合をテーマとしている． 
島根大学では，各学部の専攻以外の特定分野について，授業科目を体系的に編成することによる「特別副専攻
プログラム」制度を設けている．「特別副専攻プログラム」の一つである「ジオパーク学プログラム」で
は，多様で個性豊かな地域遺産について基礎的な知識を理解し，ジオパークを生かして地域活性化を模索・支
援することができる学際的な人材を育成することを目的としている． 
「ジオパーク学プログラム」では，教養科目として，「ジオパーク学入門」「ジオパーク学各論」「ジオ
パーク学演習」の3つのジオパークに特化した科目を設けている．「ジオパーク学入門」では，以下の4つを科
目の達成目標として，オムニバス形式の講義を展開している．1）ジオパークについて基本的な考え方を理解す
る ２）地質・地形・歴史など地域資源の概要について理解する ３）地域の伝統や文化と風土との関わりにつ
いて理解する ４）自然資源の保全と活用法についての基礎を理解する．これら教養科目の受講生は年々増加し
ており，大学生のジオパークに対する理解が進んでいるものと思われる．本講演では，「ジオパーク学プログ
ラム」における大学教育の取り組みについて報告する．
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